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こ れ か ら の 家 族 の カ タ チ  

 

 

 

県 立 三 木 高 校 3 年  多 田 有 沙  

 

 

は じ め に  

 

 私 た ち が 当 た り 前 に 受 け 止 め て い る 、 今 の 家 族 の 形 。  

し か し 、 受 動 的 な 態 度 の ま ま で よ い の だ ろ う か 。  

私 は 、 前 世 代 ・ 現 在 ・ 次 世 代 の 家 族 形 態 に つ い て 考 察 す る こ と

で 、 こ れ か ら の 家 族 の 在 り 方 に つ い て 考 え る こ と に し た 。  

 

 

第 一 章  家 族 制 度  

 

（ １ ） 前 世 代 の 家 族 制 度 ・ 三 世 代 同 居  

 

① 三 世 代 同 居 の 定 義  

 戦 前 か ら 昭 和 初 期 に 多 く み ら れ た の は “ ３ 世 代 同 居 ” で あ る 。

こ の 論 文 で は 「 老 親 、 子 供 夫 婦 と そ の 子 供 が 世 帯 を 共 に す る 家

族 」 を 三 世 代 同 居 の 定 義 と す る 。  

 

② 戦 前 か ら 昭 和 初 期 の 風 潮  

 こ の 家 族 形 態 が 多 数 あ っ た 時 代 は “ 男 尊 女 卑 ” や “ 家 制 度 ” と

い う 風 潮 が 強 か っ た 。 夫 が 外 に 出 て 仕 事 に 行 き 、 妻 は 家 で 家 事 や

育 児 に 従 事 す る 、 ま た 、 長 男 は 家 を 相 続 し て 存 続 さ せ る 、 と い っ

た こ と が 当 た り 前 で あ っ た 。 し か し 現 在 は 、 そ の よ う な 風 潮 も 弱

く な っ て い る よ う で あ る 。  

 

（ ２ ） 現 在 の 家 族 制 度 ・ 核 家 族  

 

① 核 家 族 の 定 義  

 現 在 は 、 三 世 代 同 居 も 少 な か ら ず あ る も の の 、 主 流 は “ 核 家

族 ” で あ る 。 こ の 論 文 で は 「 Ⅰ 夫 婦 と そ の 子 女 、 Ⅱ 夫 婦 の み 、 Ⅲ

父 親 ま た は 母 親 と そ の 未 婚 の 子 女 、 の い ず れ か か ら 成 る 家 族 」 を

核 家 族 の 定 義 と す る  

 

② 増 加 原 因  
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 核 家 族 は 、 戦 後 か ら 徐 々 に 増 加 傾 向 に あ る 。 そ の 原 因 は 社 会 構

造 の 変 化 や 思 想 の 変 化 に あ る と 考 え ら れ る 。 具 体 的 に 、 原 因 に つ

い て 挙 げ て み る 。  

 

 

 

 

 Ⅰ 転 勤 の 増 加  

高 度 経 済 成 長 期 以 降 、 企 業 が 拡 大 し た 。 そ の こ と に よ り 、 日 本

全 国 に 支 店 ・ 営 業 所 を 持 ち 、 転 勤 が 増 加 し た 。  

し か し 、 転 勤 の 際 に 、 親 を 含 め て の 引 っ 越 し を せ ず 、 単 独 ま た

は 妻 子 の み と 生 活 す る よ う に な っ た か ら 。  

 

 Ⅱ 産 業 構 造 の 変 化  

戦 後 の 高 度 成 長 に よ っ て 、 第 一 次 産 業 （ 農 業 ） が 減 少 、 第 二 次

産 業 （ 製 造 業 ） ・ 第 三 次 産 業 （ サ ー ビ ス 業 ） の 就 労 者 が 増 加 し た 。  

そ の こ と に よ り 、 土 地 に 縛 ら れ ず に 自 由 に な っ た か ら 。  

 

 Ⅲ 民 法 の 改 正  

戦 後 に 民 法 が 大 規 模 に 改 正 さ れ た 。 そ の 中 に 家 制 度 も 含 ま れ て

お り 、 相 続 は “ 兄 弟 平 等 ” と 変 更 さ れ た 。 そ の た め 、 長 男 が 家 を

継 ぐ と い う 慣 例 が 無 く な り つ つ あ る か ら 。  

 

 Ⅳ プ ラ イ バ シ ー の 重 視  

個 人 の 時 間 を 大 切 に し た い と い う 思 想 の 変 化 が 起 き た 。 し か し 、

日 本 の 家 は 狭 い た め 、 プ ラ イ バ シ ー を 守 る こ と が 難 し い 状 況 に あ

る か ら 。  

 

 

第 二 章  数 字 で 見 る 家 族 形 態 の 変 遷  
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近 年 問 題 視 さ れ て い る 通 り 、 統 計 上 に お い て も 単 独 世 帯 ・ 核 家

族 が 増 加 し て い る 。 対 し て 、 三 世 代 同 居 は 減 少 し て い る 。  

 

 

第 三 章  高 校 生 た ち の 声  

 

 こ れ か ら の 未 来 を 担 う 高 校 生 た ち は 、 家 族 に つ い て 、 ど の よ う

な 意 見 を 持 っ て い る の か 。 そ の こ と を 明 白 に す る た め に 、 香 川 県

立 三 木 高 等 学 校 の 生 徒 ３ ５ ０ 人 に 、 ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ た 。  

 

（ 注 ． あ く ま で も 高 校 生 視 点 で あ る ）  

 

Ｑ １ ． あ な た の 現 在 の 家 族 形 態 は ？  

 ① 核 家 族  

 ② 三 世 代 同 居  

 

Q 1  
人 数

（ 人 ）  
％  

① 核 家

族  
2 5 0  7 3 . 5 %  

② 三 世

代 同 居  
9 0  2 6 . 5 %  

合 計  3 4 0  1 0 0 . 0 %  
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Ｑ ２ ． 「 核 家 族 」 の 利 点 は 何 か 。 （ １ つ の み 回 答 ）  

 ① 祖 父 母 の 干 渉 を 受 け に く い  

 ② 祖 父 母 と 両 親 の 間 に 衝 突 が 起 き に く い  

 ③ 昔 の 慣 習 に 囚 わ れ ず に 、 新 た な 文 化 を 作 る こ と が 可 能  

 ④ そ の 他  

 

Ｑ ２  
核 家 族

（ 人 ）  
％  

複 合 家

族 （ 人 ）  
％  合 計  ％  

①  7 7  3 0 . 8 %  2 6  2 8 . 9 %  1 0 3  3 0 . 3 %  

②  9 8  3 9 . 2 %  4 3  4 7 . 8 %  1 4 1  4 1 . 5 %  

③  5 9  2 3 . 6 %  1 7  1 8 . 9 %  7 6  2 2 . 4 %  

④  1 6  6 . 4 %  4  4 . 4 %  2 0  5 . 9 %  

  2 5 0  1 0 0 . 0 %  9 0  1 0 0 . 0 %  3 4 0  1 0 0 . 0 %  

 

特 に 注 目 す べ き 点 は 、 実 際 に 経 験 し て い る 三 世 代 同 居 者 が 核 家

族 で あ る 者 よ り 、 ② の 割 合 が 大 き い こ と で あ る 。 三 世 代 同 居 で は

衝 突 が 起 き や す い 事 実 が あ る と い え る 。  

Ｑ ３ ． 「 核 家 族 」 の 欠 点 は 何 か 。 （ １ つ の み 回 答 ）  

 ① （ 両 親 が 共 働 き の 場 合 ） 留 守 が ち に な り 、 子 供 の 監 視 が で き

に く く な る  

 ② 祖 父 母 と の 交 流 が 少 な く な る こ と か ら 、 伝 統 文 化 （ 昔 の 遊 び 、

郷 土 料 理 ） が 継 承 さ れ な く な る  

 ③ 高 齢 者 と の 接 点 が 無 い た め 、 親 切 に す る こ と が で き な い 。

（ 公 共 の 乗 り 物 で 席 を 譲 る な ど ）  

 ④ そ の 他  

 

Ｑ ３  
核 家 族

（ 人 ）  
％  

複 合 家

族 （ 人 ）  
％  合 計  ％  

①  1 4 8  5 9 . 2 %  5 8  6 4 . 4 %  2 0 6  6 0 . 6 %  

②  7 7  3 0 . 8 %  2 1  2 3 . 3 %  9 8  2 8 . 8 %  

③  1 7  6 . 8 %  4  4 . 4 %  2 1  6 . 2 %  

④  8  3 . 2 %  7  7 . 8 %  1 5  4 . 4 %  

  2 5 0  1 0 0 . 0 %  9 0  1 0 0 . 0 %  3 4 0  1 0 0 . 0 %  

 

ど ち ら の 家 族 形 態 で も 、 子 供 を 家 に 置 い た ま ま 仕 事 に 行 く こ と

に 最 も 不 安 を 感 じ て い る 。  

 

Ｑ ４ ． 「 三 世 代 同 居 」 の 利 点 は 何 か 。 （ １ つ の み 回 答 ）  

 ① 両 親 が 共 働 き で も 、 祖 父 母 に 子 守 を し て も ら う こ と が で き る  

 ② 祖 父 母 か ら 伝 統 文 化 を 継 承 す る こ と が で き る  

 ③ 家 賃 や 家 事 を 折 半 し て も ら え る の で 、 負 担 が 少 な い  
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 ④ そ の 他  

 

Ｑ ４  
核 家 族

（ 人 ）  
％  

複 合 家

族 （ 人 ）  
％  合 計  ％  

①  1 6 2  6 4 . 8 %  6 3  7 0 . 0 %  2 2 5  6 6 . 2 %  

②  3 8  1 5 . 2 %  8  8 . 9 %  4 6  1 3 . 5 %  

③  4 5  1 8 . 0 %  1 5  1 6 . 7 %  6 0  1 7 . 6 %  

④  5  2 . 0 %  4  4 . 4 %  9  2 . 6 %  

  2 5 0  1 0 0 . 0 %  9 0  1 0 0 . 0 %  3 4 0  1 0 0 . 0 %  

 

 三 世 帯 同 居 の 方 が ① の 割 合 が 高 い こ と か ら 、 祖 父 母 に 世 話 を し

て も ら っ た 経 験 が あ る と い え る 。  

 

 

 

 

 

Ｑ ５ ． 「 三 世 代 同 居 」 の 欠 点 は 何 か 。 （ １ つ の み 回 答 ）  

 ① プ ラ イ バ シ ー が 無 い  

 ② 祖 父 母 の 干 渉 を 受 け る  

 ③ 昔 の 慣 習 に 囚 わ れ 、 新 た な 文 化 を 創 り 出 す こ と が で き な い  

 ④ そ の 他  

 

Ｑ ５  
核 家 族

（ 人 ）  
％  

複 合 家

族 （ 人 ）  
％  合 計  ％  

①  4 4  1 7 . 6 %  1 3  1 4 . 4 %  5 7  1 6 . 8 %  

②  1 4 5  5 8 . 0 %  5 4  6 0 . 0 %  1 9 9  5 8 . 5 %  

③  4 3  1 7 . 2 %  1 4  1 5 . 6 %  5 7  1 6 . 8 %  

④  1 8  7 . 2 %  9  1 0 . 0 %  2 7  7 . 9 %  

  2 5 0  1 0 0 . 0 %  9 0  1 0 0 . 0 %  3 4 0  1 0 0 . 0 %  

 

 「 子 守 を し て も ら え る 」 こ と が 三 世 代 同 居 を す る 最 大 の 理 由 で

あ る 。 し か し 、 祖 父 母 の 干 渉 に ス ト レ ス を 感 じ て い る こ と も 事 実

で あ る 。  

 

Ｑ ６ ． あ な た の 理 想 の 家 族 形 態 は ？   

 ① 核 家 族  

 ② 三 世 代 同 居  

  

Ｑ ６  
核 家 族

（ 人 ）  
％  

複 合 家

族 （ 人 ）  
％  合 計  ％  
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①  

核 家 族  
2 1 0  8 4 . 0 %  3 8  4 2 . 2 %  2 4 8  7 2 . 9 %  

②  

三 世 代

同 居  

4 0  1 6 . 0 %  5 2  5 7 . 8 %  9 2  2 7 . 1 %  

  2 5 0  1 0 0 %  9 0  1 0 0 %  3 4 0  1 0 0 %  

 

 特 に 注 目 す べ き 点 は 、 ② の 割 合 が 高 い の が 三 世 代 同 居 者 で あ る

と い う こ と で あ る 。 核 家 族 と 比 較 す る と 、 割 合 が ３ 倍 で あ る 。  

 

◎  つ ま り 、 実 際 に 育 っ て き た 家 族 形 態 が 、 将 来 に 影 響 を も た ら

す 可 能 性 が 高 い と 考 え ら れ る 。  

し か し 、 三 世 代 同 居 者 が 、 将 来 、 核 家 族 に な り た い と 考 え て

い る 割 合 も 約 ４ 割 あ る 。 そ の こ と も 念 頭 に 置 い て お か な け れ ば

な ら な い 。  

 

 

第 四 章  政 府 の 取 り 組 み   

 

政 府 は 、 三 世 代 同 居 を 推 進 し て い る 。 「 介 護 の 社 会 保 障 費 の 抑

制 」 「 待 機 児 童 問 題 の 解 決 」 等 の た め に 同 居 を 推 進 し て い る よ う

で あ る 。  

支 援 の 例 と し て 、 三 世 代 で 居 住 す る た め の リ フ ォ ー ム 費 用 の 一

部 を 所 得 税 か ら 差 し 引 く 仕 組 み を 導 入 し て い る 。  

 

第 五 章  現 状 改 善 す る 政 策 の 提 言  

 

 私 は 、 政 府 の 考 え に は 反 対 で あ る 。  

核 家 族 の 欠 点 を 補 う 政 策 を 提 案 す る こ と で 、 そ の 根 拠 を 述 べ て

い く 。  

 

① 育 児 環 境  

・ 緊 急 の 用 事 が で き た 際 に 、 預 か っ て く れ る 人 が い な い  

→ 3 6 5 日 2 4 時 間 営 業 の 保 育 所 ・ 病 児 保 育 室 を 増 加 さ せ る 。  

・ 育 児 に つ い て 相 談 で き る 人 が お ら ず 、 不 安  

 → 地 域 の コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー で 、 育 児 相 談 会 を 開 く 。  

同 年 代 、 育 児 の 先 輩 と 話 す こ と で 、 悩 み 軽 減 。  

→ 子 育 て 相 談 が 可 能 な W e b s i t e の 充 実 。  

 

② 文 化  
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・ 高 齢 者 と 接 す る 機 会 の 減 少 に よ り 、 伝 統 文 化 （ 遊 び 、 郷 土 料

理 ） が 継 承 さ れ な い  

→ 教 育 機 関 （ 児 童 園 ・ 小 学 校 な ど ） と 高 齢 者 施 設 を 併 設 す る 。  

そ の 利 点 は ４ つ あ る 。  

Ⅰ 児 童 が 、 高 齢 者 と 接 す る 機 会 を 持 つ こ と で 、 文 化 を 学 ぶ こ

と が 可 能 。  

Ⅱ 児 童 が 、 高 齢 者 と の 接 し 方 を 学 べ る 。  

Ⅲ 高 齢 者 が 、 生 き が い を 発 見 で き る 。  

Ⅳ 高 齢 者 ・ 児 童 と も 、 実 際 に 交 流 す る こ と で 、 お 互 い の こ と

を 理 解 で き る 。 つ ま り 、 騒 音 に よ る ト ラ ブ ル な ど が 軽 減 で

き る 。  

 

 

 

 

 

 

③ 人 付 き 合 い  

・ 人 間 関 係 が 希 薄 に な る  

→ コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー や 教 育 機 関 な ど で 、 積 極 的 に 行 事 を

催 す 。 そ こ に 、 地 域 の 住 民 ・ 高 齢 者 を 招 く 。  

そ う す る こ と で 、 子 供 も 保 護 者 も 、 世 代 間 交 流 が 出 来 る 。

ま た 、 相 互 理 解 を 深 め る こ と も 可 能 。  

→ ス ポ ー ツ 少 年 団 、 習 い 事 に よ っ て 友 好 関 係 が 築 け る 。  

 

 

 

◎ つ ま り 核 家 族 で も 、 支 援 次 第 で 快 適 に 生 活 し て い く こ と は 可 能

で あ る 。  

か え っ て 、 三 世 代 同 居 に な る と 「 ダ ブ ル ケ ア 」 （ ※ １ ） 「 孫 疲

れ 」 （ ※ ２ ） に よ り 、 家 庭 で の 負 担 が 大 き く な る と 危 惧 す る 。  

 

 

お わ り に  

 

 こ の 研 究 で 、 政 府 が 三 世 代 同 居 推 進 派 だ と い う こ と を 初 め て 知

っ た 。  

 近 い 将 来 、 公 助 で は な く 「 自 助 ・ 共 助 の 時 代 」 が 到 来 す る と 予

測 さ れ る 。 重 要 な こ と は 、 国 や 自 治 体 が 、 三 世 代 同 居 の デ メ リ ッ

ト を 思 案 し 、 適 切 な 支 援 を 行 っ て い く こ と だ と 考 え る 。  
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 ま た 、 私 た ち も 双 方 の 家 族 形 態 の メ リ ッ ト ・ デ メ リ ッ ト に つ い

て 考 え 、 自 分 の 意 見 を 持 つ こ と が 必 要 で あ る 。  

 

次 回 、 機 会 が あ れ ば 、 実 際 に 教 育 機 関 と 高 齢 者 施 設 が 併 設 し て

い る 所 を 取 材 し 、 効 果 が み ら れ る の か 調 査 し た い 。  

 

 

注 釈  

（ ※ １ ） 晩 婚 化 等 で 高 齢 出 産 と な り 、 親 の 看 護 と 子 育 て を 同 時

に し な け れ ば な ら な い こ と 。  

 

 （ ※ ２ ） 晩 婚 ・ 高 齢 出 産 に よ り 、 親 も 高 齢 化 。 そ れ に も 関 わ ら

ず 、 従 来 通 り の 育 児 を 要 求 さ れ る 。 そ の た め 祖 父 母 が 、

肉 体 的 に も 精 神 的 に も 疲 弊 し て し ま う こ と 。  

 

 

引 用  

・  核 家 族 が 増 加 し た 理 由  

h t t p : / / w w w . c a a . g o . j p / s e i k a t s u / s h i n g i k a i 2 / k a k o / s p c

0 7 / h o u k o k u _ a / s p c 0 7 - h o u k o k u _ a - 1 _ I _ 1 _ 3 . h t m l  

 

・  種 類 別 世 帯 数 遷 移  

h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / t o u k e i / s a i k i n / h w / k - t y o s a / k -

t y o s a 1 5 / i n d e x . h t m l  

 

・  ダ ブ ル ケ ア    

h t t p : / / d o u b l e - c a r e . c o m / m e s s a g e  

 

・ 孫 疲 れ     

h t t p : / / s p o t l i g h t m e d i a . j p / a r t i c l e / 2 2 4 3 2 6 3 6 6 5 2 4 5 4 1 9

9 0  

http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyosa/k-tyosa15/index.html
http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyosa/k-tyosa15/index.html
http://double-care.com/message

